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平
成
四
年
度
の
新
規
事
業

当
セ
ン
タ
ー
が
平
成
四
年
度
に
行
う
新

規
事
業
の
四
項
目
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し

ま
す
。

。
ほ
た
て
が
い
優
良
品
種
作
出
試
験

近
年
、
む
つ
湾
の
ほ
た
て
が
い
が
増
養

殖
管
理
技
術
だ
け
で
対
応
出
来
な
い
よ
う

な
小
型
軽
量
伯
、

質
の
低
下
等
の
現
象
が

見
ら
れ
て
来
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
夏
の

高
水
温
で
も
死
な
な
い
丈
夫
で
、
成
長
の

早
い
、
そ
し
て
歩
留
ま
り
も
昧
も
良
い
む

つ
湾
特
産
の
ほ
た
て
が
い
を
作
る
為
の
品

種
改
良
の
試
験
研
究
に
取
り
組
む
乙
と
に

し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
基
礎
的
な
飼

育
試
験
と
世
界
的
に
分
布
し
て
い
る
ほ
た

て
が
い
の
種
類
等
に
つ
い
て
の
調
査
を
行

い
ま
す
。

。
磯
焼
け
対
策
総
合
調
査
事
業

本
県
の
機
恨
資
源
に
大
き
な
被
害
を
与

え
て
い
る
機
焼
け
の
原
因
を
国
の
特
別
研

究
の

一
部
を
取
り
込
ん
で
調
べ
、
そ
の
発

生
存
}
予
測
し
て
効
果
的
な
対
策
を
た
て
る

た
め
の
調
査
試
験
を
行
い
ま
す
。

原
因
究
明
に
当
た
っ
て
は
、
乙
ん
ぶ
等

の
有
用
海
織
の
成
長
と
水
温
、
栄
養
塩
、

食
害
関
係
に
あ
る
う
に
や
小
型
の
巻
き
貝

所

村
上
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圭
郎

長

等
に
つ
い
て
調
べ
る
乙
と
に
し
て
い
ま
す
。

。
に
し
ん
増
殖
試

験

む
つ
湾
に
大
正
の
末
頃
ま
で
漁
獲
さ
れ

て
い
た
に
し
ん
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
、

昭
和
六
十

一
年
か
ら
国
の
事
業
場
で
生
産

さ
れ
た
種
苗
放
流
を
続
け
て
き
た
と
と
ろ
、

昨
年
か
ら
む
つ
湾
に
戻
っ
て
来
て
お
り
ま

す。

平
成
四
年
度
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、

こ
の
帰
っ
て
き
た
親
魚
か
ら
の
本
県
産

種
苗
を
生
産
放
流
す
る
た
め
の
試
験
等
を

実
施
し
、
将
来
の
栽
培
漁
業
種
を
目
指
し

ま
す
。
。
優
良
海
藻
種
苗
開
発
試
験

平
成
三
年
度
ま
で
実
施
し
て
き
た
優
良

海
部
作
出
研
究
の
成
果
を
基
に
、
本
県
産

の
だ
し
こ
ん
ぶ
、
す
き
乙
ん
ぶ
の
品
質
及

び
成
長
、
収
量
の
優
れ
た
品
種
の
種
苗
を

バ
イ
オ
技
術
に
よ
り
開
発
し
安
定
生
産
の

基
健
を
築
く
た
め
の
諸
試
験
を
行
い
ま
す
。

以
上
、
平
成
四
年
度
の
新
た
な
研
究
事

業
項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
錫
げ
る
為
に
は
、

何
と
い
っ
て
も
漁
業
者
の
方
々
の
ご
理
解

と
ど
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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青
森
県
の
ニ
シ
ン
漁
業
の

変
遷
と
増
殖
に
向
け
て

塩
垣

{憂

魚
類
部
総
括
主
任
研
究
員

乙
の
所
、
野
辺
地
で
片
側
の
腹
鰭
が
な

い
ニ
シ
ン
が
漁
獲
さ
れ
、
野
辺
地
町
漁
業

協
同
組
合
で
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
継
続

実
施
さ
れ
て
き
た
放
流
効
果
で
あ
ろ
う
と

新
聞

・
テ
レ
ビ
を
賑
し
て
い
ま
す
。

一
体
、
本
県
に
お
け
る
ニ
シ
ン
漁
業
と

い
う
の
は
既
に
速
い
過
去
の
も
の
で
あ
り
、

最
近
の
若
い
人
に
は
ニ
シ
ン
、
ニ
シ
ン
と

い
っ
て
も
ピ
ン
と
乙
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
乙
で
、
少
し
歴
史
を
遡
り
、
ニ
シ
ン
が

か
つ
て
本
県
に
お
け
る
重
要
水
産
資
源
で

あ
っ
た
黄
金
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

乙
と
で
は
、
青
森
県
水
産
史
(
一
九
八

九
)
を
中
心
に
ニ
シ
ン
漁
業
の
変
遷
を
た

ど
っ
て
み
ま
す
。

そ
の
前
に
、
本
県
漁
業
者
と
ニ
シ
ン
と

は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
深
い
縁
が
あ
っ
た

と
と
を
想
い
起
こ
さ
な
い
訳
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
最
初
は
北
海
道
江
差
、
礼
文
、
利

尻
、
そ
し
て
儀
後
は
俸
太
に
ま
で
漁
業
出

稼
に
出
掛
け
た
の
で
す
。
北
海
道
、
障
太

の
ニ
シ
ン
の
漁
場
開
発
に
関
し
て
は
本
県

出
身
者
が
多
く
関
与
し
た
乙
と
は
よ
く
知
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ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
有
名
な
所
で

は
今
別
町
裳
月
の
小
倉
重
兵
衛
、
下
風
呂

の
佐
賀
平
之
丞
氏
等
の
ニ
シ
ン
漁
業
で
尉

を
成
し
た
資
産
家
が
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
様
子

今
か
ら
約
三
百
年
以
上
の
昔
、
江
戸
前

期
に
相
当
す
る
寛
文
六
年
(
一
六
六
六
)

の
津
軽
藩
「
覚
」
の
中
で
ニ
シ
ン
漁
業
に

関
す
る
課
税
の
乙
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

当
時
既
に
ニ
シ
ン
漁
業
が
成
立
し
て
い
た

乙
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
江
一戸
中
期
元
禄

年
間
(
一
六
八
八
l

一
七

O
二
二
並
び
に

幕
末
期
(
一
八

0
0年
代
)
に
は
、
日
本

海
、
下
北
地
方
さ
ら
に
は
陸
奥
湾
一
帯
で

の
豊
漁
の
記
事
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
海
沿
岸
で
は
鯵
ケ
沢
を
中
心
に
南

は
岩
崎
は
お
ろ
か
秋
田
県
北
部
で
の
漁
獲

が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

明
治
期
以
降
の
様
子

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
は
豊
漁

時
代
が
続
い
た
が
以
降
斬
減
傾
向
に
転
じ
、

ニ
シ
ン
漁
場
が
ど
ん
ど
ん
北
偏
し
、
北
海

道
、
樺
太
で
の
漁
業
出
稼
ぎ
に
依
存
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
す
、
日
本

，.-.. 

，園、

海
沿
岸
か
ら
姿
を
消
し
、
次
い
で
下
北
沿

岸
で
は
明
治
二
十
九
年
の
岩
屋
で
の
漁
を

最
後
に
消
滅
し
、
且
鼠
後
ま
で
残
っ
た
陸
奥

湾
の
安
渡
ニ
シ
ン
も
大
正
末
年
に
は
姿
を

消
し
た
と
あ
り
ま
す
。
乙
の
聞
の
、
漁
獲

量
の
正
確
な
数
字
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

青
森
県
内
務
部
第
二
課
が
固
に
報
告
し
た

青
森
県
水
産
事
項
特
別
調
査
書
に
は
明
治

一
一
十
四
年
の
事
実
を
書
上
げ
た
記
事
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
乙
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時

既
に
衰
退
に
向
か
っ
て
い
た
ニ
シ
ン
漁
で

し
た
が
、
漁
獲
量
で
は
マ
ダ
ラ
に
次
い
で

第
二
位
の
約
七
干
ト
ン
を
記
録
し
て
お
り
、

全
県
沿
岸
で
漁
獲
が
あ
っ
た
乙
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
郡
別
に
見
る
と
第
一
表
に
示

し
た
と
お
り
で
、
日
本
海
の
西
津
軽
郡
が

ト
ッ
プ
、
次
い
で
北
津
軽
郡
と
な
っ
て
い

ま
す
。

陸
奥
湾
の
ニ
シ
ン
は
ど
う
な
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
?
東
津
軽
郡
だ
け
で
約
三

百
ト
ン
の
漁
獲
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の

年
、
下
北
郡
で
皆
無
と
な
っ
て
い
る
点
は

少
々
不
審
に
思
わ
れ
ま
す
。

大
正
末
年
以
来
、
凡
そ
七
十
年
が
経
通

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
ニ
シ

ン
漁
が
ホ
ソ
ボ
ソ
と
で
は
あ
っ
て
も
継
続

し
て
見
ら
れ
て
い
る
の
は
太
平
洋
岸
の
沼

ニ
シ
ン
(
尾
駁
紹
ニ
シ
ン
)
の
み
で
し
た
。

し
か
し
、
乙
れ
と
て
も
こ
乙
六
年
間
は
殆

ど
皆
無
漁
に
近
く
推
移
し
て
い
ま
す
。
乙

う
い
う
状
況
で
し
た
の
で
昨
年
度
の
野
辺

~ 

地
で
の
二
百
十
一

尾
の
漁
獲
記
録
は
朗
報

で
し
た
。

か
つ
て
、
沿
岸
漁
業
の
主
役
で
あ
っ
た

ニ
シ
ン
、

「
江
差
の
春
は
江
戸
に
も
な
い
」

と
唄
わ
れ
た
ニ
シ
ン
御
殿
に
象
徴
さ
れ
る

栄
枯
盛
衰
の
ド
ラ
マ
、
反
商
、
重
労
働
に

依
宇
佐
削
り
虐
げ
ら
れ
た
労
働
者
の
怨
念
が

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
暗
い
イ
メ
ー
ジ
に

包
ま
れ
た
ニ
シ
ン
、
ま
た
淡
泊
で
飽
き
の

こ
な
い
ニ
シ
ン

・
数
の
子
に
対
す
る
郷
愁
l

悲
喜
交
の
思
い
で
ニ
シ
ン
資
源
復
活
に
期

待
を
寄
せ
る
人
は
年
輩
の
方
だ
け
で
し
ょ

う
か
?
近
年
の
ニ
シ
ン
増
殖
対
策

東
北
、
北
海
道
に
お
け
る
本
種
の
増
殖

対
策
と
し
て
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
日
本
栽

培
漁
業
協
会
厚
岸
事
業
場
、
宮
古
事
業
場

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
湖
沼
性
ニ
シ
ン
と
い

わ
れ
る
沼
ニ
シ
ン
(
厚
岸
湖
、
風
蓮
湖
、

宮
城
の
万
石
箱
で
産
卵
す
る
)
か
ら
採
卵

し
、
種
苗
生
産
、
中
間
育
成
を
経
て
種
苗

を
放
流
す
る
訳
で
す
。
宮
古
事
業
場
で
は

昭
和
五
十
七
年
か
ら
種
苗
生
産
に
着
手
し
、

二
年
後
に
は
十
万
尾
単
位
で
宮
古
湾
に
放

流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
城
県
で
は
同

様
の
放
流
事
業
を
五
十
九
年
度
か
ら
始
め

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
宮
古
事
業
場
で

行
っ
て
い
る
放
流
後
の
追
跡
調
査
に
つ
い

て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

宮
古
事
業
場
で
は
夏
場
の
水
温
が
低
い

た
め

一
l
二
才
魚
ま
で
海
面
で
養
成
す
る

乙
と
が
可
能
で
あ
り
、
大
き
く
育
て
た
種

苗
に
外
部
標
識
(
ダ
l
ト
型
)
を
付
け
て

放
流
し
て
い
ま
す
。
乙
の
採
捕
状
況
を
簡

単
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

一
才
魚
(
全
長
二
十
一

l
一
一
十
六

m
)
一

累
積
再
捕
率
は
二
l
四
%
、
再
捕
場
所
は

放
流
年
の
秋
口
ま
で
は
三
陸
沿
岸
で
、
翌

四

日

0
m

l
 

F島、

図1
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年
の
夏
か
ら
秋
ま
で
は
噴
火
湾
で
多
く
再

捕
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
冬
場
に
は
殆
ん

ど
は
宮
古
湾
で
、

一
部
は
万
石
痛
の
近
く

ま
で
南
下
し
て
い
ま
す
(
図

1
)
。

二
才
魚
(
全
長
二
十
八

m)
口
移
動
回

遊
経
路
は

一
才
魚
と
大
依
似
た
傾
向
が
あ

る
が
累
積
再
捕
率
は
高
く
十
五

・
六
%
に

も
達
し
て
い
ま
す
。

放
流
時
期
は
い
す
れ
も
七
月
中

・
下
旬

で
す
が
、

一
ヶ
月
後
に
は
水
深
二
百
机
ラ

イ
ン
で
操
業
す
る
押
合
底
曳
で
の
再
捕
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
急
速
に
探
味
へ

移
動
す
る
状
況
が
把
握
さ
れ
て
い
ま
す

(
図

1
)
。

な
お
、
宮
古
湾
に
回
帰
し
て
く
る
ニ
シ

ン
は
満
二
才
魚
で

一
部
成
熟
し
ま
す
。
ま

た、

二
才
魚
の
成
熟
は
万
石
箱
の
も
の
よ

り
約
一
カ
月
遅
れ
の
一ニ
l
四
月
で
あ
る
点

が
特
異
な
点
で
す
。

O
才
魚

(
全
長
四
l
五
市
川
)

一
こ
の
サ

イ
ズ
で
す
と
外
観
上
目
立
ち
ゃ
す
い
標
識

を
付
け
る
の
が
困
難
で
す
。
そ
こ
で
近
年

開
発
さ
れ
た
標
識
法
と
し
て
、
A
L
C
法

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
ア
リ
ザ
リ
ン

・

コ
ン
ブ
レ
ク
ソ
ン
と
い
う
蛍
光
性
の
あ
る

一
種
の
色
素
で
、
小
型
種
苗
の
耳
石
を
染

色
し
た
後
放
流
し
ま
す
。
乙
の
手
法
は
、

水
槽
内
に

一
定
の
濃
度
で
一
定
時
間
魚
を

泳
が
せ
て
処
理
を
す
れ
ば
良
い
訳
で
す
か

ら
、
大
量
に
処
理
す
る
に
は
非
常
に
効
率

3 0;:喜岡需主回 aþ同￡言回d主回d三回母言同信言回d主回妥言回妥言回~d(;言同
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が
良
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
放
流
魚
で

あ
る
か
ど
う
か
は
一
個
体
ず
つ
耳
石
を
取

り
出
し
、
蛍
光
顕
微
鏡
下
で
検
査
を
し
な

け
れ
ば
分
か
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
大
変

な
手
間
と
、
魚
依
買
上
げ
の
た
め
の
金
が

か
か
る
と
い
う
欠
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
も

そ
も
、
A
L
C
そ
の
も
の
が
非
常
に
高
価

な
も
の
で
す
(
一
グ
ラ
ム
二
千
円
)

0

前
箇
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
A
L

C
標
識
魚
の
再
捕
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
宮
古
湾
で
漁
獲
さ
れ
た

ニ
シ
ン

を
根
気
よ
く
調
べ
た
結
果
、
耳
石
の
調
査

で
放
流
魚
と
判
定
さ
れ
た
率
は
放
流
群
に

よ
っ
て
か
な
り
の
変
動
が
あ
り
ま
す
が

七
・
四
、
五
十

・
七
、
六
十
七
・
六
%
と

青森県水産史年表他よりニシン関係抜粋

八戸議内、 ニシン、イ ワY の曳網漁は瀬主 と漁師の歩合は 5分 5分で

あった。

0大関でニ Y ンの大漁あり。
0大間滞館、倒|多く 上 りて遠閣にもひさぎ、漁家潤えり(風土年表)。
Oこの年、緋大漁、 この頃常陸の鹿島網を使用。
0西海岸で緋9，600駄(1駄400尾)の漁獲があったという。
O西海岸で緋10，841駄の漁獲があ ったと い う。
北郡に赤魚、緋群来し て豊漁。

0大聞に緋群来(風土年表)。
0大関緋多し(風土年表)。
0安渡、大聞に緋多 し(風土年表)。
0外浜I中緋群来しか、藻 への数の子餅花の如く 、大問、安渡にも創|多し
(風土年表)

岩谷、蛇浦、大問、奥戸、車JI漁200石余 り、安渡より川内まで200石余
り、大聞に若手来れば 2日3日の後に岩屋に群来るのが例であった。
O文化年中岩屋に緋の大群来があって、田名部の家々大いに緋漬 を漬込
み、或は 7戸在に持参 して来、稗 と物交した由(田名部駒屋日記)
出事ヶ沢で緋が100駄ほど漁獲された。

鯵ヶ沢、この晩 あたりから緋大漁となり 、 (赤石)前浜、関、金井ヶ沢

あた りで移 しい量の緋がとれる。 1尾 1文半、 この頃は松前緋が入って

きていない。

鯵ヶ沢、|鋼、金井ヶ沢、柳凶 までニy;/大漁、 l駄20匁、翌 日 日は上

磯、追良瀬から岩崎まで大漁、 1 !駄目匁と なる。

0緋漁場は小鍵掛、磯谷浜等数カ所にして、海岸を去る5、6町に刺網を用い
て漁し、製品は身欠 5万 6千本にて、 この価 7拾円(佐井村戸長報告

書、明治13年 8月)。
舞戸村以南大間越まで のあいだにそれぞれ漁業組合を結成し、緋魚粕

製造等にも手を付ける。

。青森県内務部第二課 青森県水産事項特別調査苫発行。

明治25年農商務省訓令により明治24年の事実を調査したもの。

表

元禄13(1700) 
元縁15(1702) 
元縁16(1702) 

寛政11(1799. 11. 3) 

文政 7(1824. 4.15) 

文政 8(1825. 2.27) 

明治 2(1869. 3. 14) 

明治13(1880) 

明治23(IS90. 12. 7) 

文化12(1815.4) 

元禄 12(1699) 

文化 8(1811 ) 
文化10(1813) 

文化11(1814)

明治26(1893.12.2) 

戸画、、
首)(単位

鱈

82，300 

9，531 

柔魚

3，450 
375 

鮪

450 

鮒

3，000 
909 

鰯

80，356 
17，844 

創t
7，000 

1，887，680 1，809 

55 

1，840 
3，704 
13.9 

700 

61，525 
2，268，511 
12，836 
2，435，403 
9，132.7 

1，480 
1，500 
34，659 448 

500 

4，857 
18.2 

519，584 
530，070 
162，050 

1，309，904 
4，912 

32，070 
500 

東 津 軽郡

西津軽郡

中 津軽郡

南津軽郡

北 津 軽郡

上 北郡

下 北郡

三戸 郡

県計
ト ン換算

な
っ
て
い
ま
す。

こ
の
数
値
と
標
識
率
か

ら
全
依
の
漁
獲
魚
に
占
め
る
放
流
魚
の
割

合
を
推
定
す
る
と
一

例
を
除
き
、
八
割
以

上
が
放
流
魚
に
な
る
と
さ
れ
ま
す
。

宮
古

湾
に
お
け
る
ニ
シ
ン
の
漁
獲
尾
数
そ
の
も

41，464 
155.5 

450 

1.7 

下北郡岩屋で 2~3 の両日に約300石の ニ シン漁獲 、 沿岸回遊の最後で
あった。

03月末大関に緋が寄せて、 4月朔に大畑赤岩の鱒建網 に も乗網 し50"ヨ余
りを漁獲 したが、 2日夜より 3日にかけて岩庵浜に大排来して:300石を
漁獲 した。これが我が沿岸における緋の最終漁となり 、その後 は全く

回遊を絶えたのである 。尤も安渡緋とい うて、尾鮫沼産に似た魚体の

ものが大湊において春遅く とれ、安渡は大湊の旧名にて古より 獲れ来つ
ものであるが、 この安渡緋も大正の末頃から後を絶 った

(笹津魯羊、1953)。
O北海道春ニシン20年来の豊漁、青森港の作業員不足で腐敗もでる。
北海道でニ シン豊漁、県民にゆきわたる。

沿海州のニシ ン漁場へ八戸船 12隻出漁。

1，927，250 
7，227 

明治29(1896.4. 2) 

昭和18(1943)

昭和21(1946.4) 
昭和38(1963.3) 
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の
は
昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
二
年
末
で
、

年
間
一
千
尾
以
下
で
推
移
し
て
お
り
、

天
然
物
が
少
な
い
と
と
を
考
え
併
せ
る
と

放
流
魚
が
多
い
の
は
納
得
で
き
ま
す
。
ま

た
、
放
流
翌
年
、
翌
々
年
に
も
回
帰
が
見

ら
れ
て
お
り
、
宮
城
の
万
石
浦
産
の
親
魚

か
ら
採
卵
し
た
も
の
で
も
育
っ
た
海
域
に

回
帰
す
る
こ
と
が
サ
ケ
同
様
に
証
明
さ
れ

た
点
は
大
い
に
評
価
す
べ
き
点
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

本
県
に
お
け
る
取
組

来
年
度
予
算
で
ニ
シ
ン
増
殖
試
験
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
新
庁
舎
完
成
の
年
度
に

当
た
り
、
現
有
水
槽
の
移
転
等
、
種
苗
生

産
時
期
と
カ
チ
合
う
た
め
何
か
と
ト
ラ
ブ

ル
発
生
が
予
想
さ
れ
、
所
期
の
目
標
を
達

成
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
が
あ
り
ま
す
。

試
験
内
容
は
種
苗
量
産
、
続
い
て
標
識

放
流
に
よ
る
生
態
調
査
、
放
流
効
果
の
検

討
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
産
目
標

は
五
カ
年
聞
の
最
終
目
標
と
し
て
四
l
五

m
サ
イ
ズ
十
万
尾
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

採
卵
親
魚
の
確
保
に
ご
協
力
を
!

今
年
度
の
瞳
奥
湾
で
の
ニ
シ
ン
の
漁
獲

は
昨
年
に
比
べ
て
か
な
り
不
振
に
経
過
し

て
お
り
、
親
魚
の
確
保
に
四
苦
八
苦
し
て

お
り
ま
す
。
湾
内
関
係
漁
業
者
の
絶
大
な

る
ご
支
援
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
例
え

雄
雌
一
組
で
も
、
う
ま
く
す
れ
ば
万
単
位

の
生
産
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。
情
報
提

青森県水産増殖センターだより第59号

供
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

引
用
文
献

青
森
県
。
一
八
九
三
。
青
森
県
水
産
事

項
特
別
調
査
書
。
青
森
県
内
務
部
第
二
課
、

一二
一九

p
p。

青
森
県
。
一

九
八
九
。
青
森
県
水
産
史
。

青
森
県
、

一
一
O
八

p
po

八
幡
康

一
・
清
水
健

・
大
洞
克
臣

・
沢

団
幹
男
。

一
九
九
一
。
宮
古
湾
に
標
識
放

流
し
た
ニ
シ
ン
人
工
種
苗
の
行
動
に
つ
い

て
。
栽
括
技
研
、
二
十
(
こ

・
四
七
l

五
八
。

マ
、
タ
ラ
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
?

昭
和
五
四
年
本
種
の
増
殖
試
験
が
始
ま

り
、
脇
野
沢
漁
協
へ
魚
依
測
定
に
行
っ
た

お
り
「
毎
年
産
卵
の
た
め
陸
奥
湾
に
来
遊

す
る
タ
ラ
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
」
と
言

う
話
に
な
り
ま
し
た
。

「
太
平
洋
側
(
北
海
道
)
か
ら
来
る
と

思
う
。
い
や
遅
く
来
る
の
は
色
が
白
く
日

窓
海
の
物
だ
。
噴
火
湾
か
ら
来
る
ん
じ
ゃ

な
い
の
か
等
々

・・

」
の
議
論
で
各
人
譲

ら
ず
、
確
信
の
な
か
っ
た
私
は
返
答
に

困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
な
か

ば
言
い
逃
れ
の
様
に

「
こ
の
疑
問
の
解
明

の
た
め
標
識
放
流
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
」

と
提
案
し
た
所
、
快
く
賛
同
し
て
く
れ
、

ホ
ッ
ト
し
た
と
と
が
嬉
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。以
来
、
脇
野
沢
漁
協
、

そ
し
て
佐
井
漁

協
牛
滝
支
所
か
ら
も
協
力
を
得
、
底
建
網

~、

戸曲、

魚
類
部
長

早
川

豊

に
入
網
し
た
産
卵
直
後
の
個
体
を
中
心
に

標
識
放
流
が
継
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
標

識
は
迷
子
札
を
用
い
、
マ
ダ
ラ
の
第

一
背

鰭
前
方
も
し
く
は
第
三
背
鰭
後
方
に
穴
を

あ
け
ビ
ニ
ー
ル
チ
ュ
ー
ブ
で
結
び
つ
け
て

い
ま
す
(
図

1
)
0

さ
て
、
昭
和
六
十
年
度
ま
で
の
結
果
は

本
誌
第
三
五
号
に
掲
載
済
で
す
が
、
脇
野

沢
、
牛
滝
放
流
群
の
概
要
は
、
放
流
後
大

部
分
が
四
月
に
は
北
海
道
恵
山

t
襟
裳
将
、

五
月
に
は
穣
裳

t
厚
岸
神
に
移
動
し
、
十

月
に
は
再
び
襟
裳
却
を
通
過
し
、
十
二
月

以
降
陸
奥
湾
口
部
に
来
遊
す
る
も
の
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
津
軽
海
峡

に
よ
り
近
い
牛
滝
放
流
群
の

一
部
は
松
前

神
を
通
り
四

t
七
月
に
石
狩
湾
周
辺
で
再

捕
さ
れ
て
い
る
の
で
北
海
道
日
本
海
側
か

ら
の
来
遊
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、

~ 

61年度以降の標識放流魚の再捕状況 (平成4年2月末現在)

般欣 シーズ ン内再補 (12月-11月) 翌 シースン再矯 (12月-11月) 翌々 シース・ン再浦 塑 シーズン以降 級終
政流数 合計

流流 樫奥湾北海道北海道青森県青磁県陸奥湾北海道北海道青森県青森県陸奥湾肯蒜県青森県陸奥湾及び周辺 再捕率
(尾) (尾)

年 風 周辺部日本海 太平洋日本語太平洋周辺部日本海太平洋日本海太平洋周辺部日本海大干洋再捕率(% ) (%) 

61脇 目)0 10 1 ~ 宮域 4 2 17 8.5 
黒、

年 牛 119 17 3 1 1 2 1 1 1.7 26 21.8 

度計 319 27 1 5 1 5 2 1 1 1.9 43 13.5 

62 脇 171 7 3 官山(1) 9 山形 ・北海道 5.3 19 11.1 

眠、 "'n ;' 年牛 149 '27 1 3 ~ 2 4 1 .... 2 2.7 40 26.8 

度計 320 34 1 6 2 13 1 2 4.1 59 18.4 

臼脇 171 5 3 1 0.6 9 5.3 

年牛 199 17 2 9 11 2 6.5 41 20.6 

度計 370 22 2 12 12 2 3.8 50 13.5 

元 脇

'f.牛

度計

脇

2 牛

年計

度岩

6.6 

17.3 

17.3 

8.2 

11.0 

9.7 

18.1 

お

お

一

H
n
初

日

6.0 

6.0 

0.0 

1.0 

0.5 

3.8 

0.0 

百百石町拘業協同組合

14 

岩有2)

眠、
3 

岩，{'j11峰村漁業協同粗合 牛佐井漁協牛施主所

表 1
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初0

371 

105 
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百 61 " 1 

協。脇野沢村漁業協同組合

8
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一
尾
で
は
あ
り
ま
す
が
十
二
月
に
は
本
県

日
本
海
側
の
車
力
押
で
も
再
補
さ
れ
た
の

で
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
太
平
洋
↓
津
軽
海

原
↓
日
本
海
へ
の
回
遊
が
あ
る
の
か
な
?

と
一言
う
新
た
な
問
題
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
翌
シ
ー
ズ
ン
放
流
海

域
で
の
再
捕
が
平
均
一
ニ

・
一
%
と
一
言
う
の

は
増
殖
手
法
を
考
え
る
よ
で
魅
力
あ
る
数

字
な
の
で
す
。

さ
て
本
題
の
六

一
年
度
以
降
で
す
が
、

平
成
二
年
度
か
ら
は
百
石
漁
協

(太
平
洋

側
)
、
岩
崎
漁
協
(
日
本
海
側
)
の
協
力

も
得
、
放
流
し
た
の
で
こ
れ
ら
も
合
わ
せ

平
成
一

一年
度
政
流
群
ま
で
の
状
況
を
紹
介

し
ま
す
(
表
l
)
。

①
脇
野
沢
放
流
群

北
海
道
日
本
海
側
で
二
尾
、
太
平
洋
側

で
一
三
届
再
捕
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
傾
向
と
な
り
、
主
に
道
東
海
域
か
ら
来

遊
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
c

ま
た
最
遠
隔
再
捕
地
点
は
歯
舞
洲
と
な
り
、

よ
り
北
東
方
へ
の
回
遊
が
認
め
ら
れ
記
録

を
更
新
中
で
す
。

し
か
し
翌
シ
ー
ズ
ン
以
降
に
再
捕
さ
れ

る
割
合
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成

二
年
度
放
流
群
の
翌
シ
ー
ズ
ン
再
捕
は
今

の
と
こ
ろ
ゼ
ロ
の
状
況
で
す
。

②
牛
滝
放
流
群

北
海
道
日
本
海
で
七
尾
、
太
平
洋
側
で

二
八
尾
が
再
捕
さ
れ
脇
野
沢
放
流
群
同
康
、

5 C(;知 d主回d主回〈言回延言回延主同妥言回這=同d言回~同d言回~同《言回

戸ーヘ

~ 

道
東
海
域
か
ら
来
遊
す
る
も
の
が
多
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
放
流
後
宮
城
県

神
、
富
山
県
神
で
の
再
捕
、
ま
た
二
年
経

過
後
も
陸
奥
湾
口
部
や
道
東
海
域
、
更
に

は
北
海
道
及
び
本
県
日
本
海
側
や
山
形
県

却
で
の
再
捕
等
が
あ
り
、
回
遊
は
広
範
に

亘
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、

一
部
は
津
軽
海

峡
を
往
来
し
て
太
平
洋
あ
る
い
は
日
本
海

へ
と
言
う
交
流
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
翌
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
再
捕
率
は

六
一
年
度
以
降
上
昇
傾
向

(
巌
高
六
・
五

%
)
に
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
平
成
二

年
度
放
流
群
に
至
り
一
%
に
減
少
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
今
年
両
地
先

の
漁
獲
状
況
を
反
映
し
て
い
る
か
の
様
に

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
再
捕
場
所
宇
佐
海
図
上
に
落
す
と

滋
東
へ
の
回
避
、
道
東
か
ら
の
来
遊
い
ず

れ
も
水
深
一
一
百
メ
ー
ト
ル
帯
を
通
り
道

と
し
て
往
来
し
て
い
る
と
と
が
わ
か
り
ま

し
た。日匝i

/]-，;: 

⑦ ⑤  
背骨型文は黄色のビ、ニーノレ

チュ ープで結束

識標

~ヘ

①
岩
崎
放
流
群

今
の
所
日
本
海
側
の
み
で
再
捕
さ
れ
太

平
洋
側
で
の
再
捕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
尾

は
北
上
し
道
南
海
域
で
、
四
尾
は
翌
シ
ー

ズ
ン
放
流
海
域
で
再
捕
(
再
捕
率
三
・
八

%
)
さ
れ
て
お
り
今
後
と
も
回
帰
性
に
注

目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
百
石
放
流
群

一
尾
は
北
上
し
道
南
海
域
(
津
軽
海
峡

西
部
)
へ
、
一

尾
は
放
流
点
北
側
、
一
一尾

は
南
下
し
岩
手
県

(最
南
は
宮
古
市
)
沖

で
再
捕
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
陸
奥
湾
に
来
遊
す
る

マ
ダ
一
フ
は
大
部
分
が
道
東
海
域
か
ら
産
卵

回
避
す
る
乙
と
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

日
本
海

・
太
平
洋
放
流
群
の
動
向
や
日
本

海

t
太
平
洋
の
交
流
等
に
つ
い
て
は
不
明

な
点
が
多
く
、
今
後
と
も
標
識
放
流
を

継
続
し
増
殖
手
法
の
検
針
に
役
立
て
た
い

の
で
再
捕
報
告
の
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ぜ争終

標識票と装着位置図1

戸崎、

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
水
揚
げ
量
と

値
段
の
関
係

永
峰

文
洋

ほ
た
て
員
部
総
括
主
任
研
究
員

商
品
の
価
格
が
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
で
決
ま
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
つ
い
て
、
乙
の
関

係
宇
佐
見
て
み
ま
し
た
。

細
か
な
説
明
は
省
略
し
ま
す
が
、
図
に

昭
和
五
九

t
平
成
元
年
度
ま
で
の
県
漁
連

販
売
実
績
か
ら
、
成
貝
と
半
成
貝
に
つ
い

て
販
売
数
量
と
単
価
の
関
係
を
一示
し
ま
し

た。

ζ
の
図
で
わ
か
る
よ
う
に
、
全
体
と

し
て
、
数
量
が
増
え
れ
ば
単
価
は
直
線
で

示
し
た
傾
向
に
従
っ
て
下
が
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
組
価
の
変
動
の
半
分
位
は
数
量

の
多
少
で
説
明
が
可
能
で
す
。

国
中
の
直
線
は
、
成
貝
で
は
説
価
三
三

四
・
八
円
を
基
準
に
、
数
量
千
ト
ン
に
つ

き
六

・
=
二

円
値
さ
が
り
す
る
乙
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

同
様
に
半
成
貝
で
は
、
単

価
一
四

一
・
五
円
を
基
準
に
、
数
量
千
ト

ン
に
つ
き
四

・
八
八
円
値
さ
が
り
と
な
り

ま
す
。
こ
の
関
係
が
今
後
も
成
り
た
つ
な

ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
量
が
た
と
え
ば

一
万
五
千
ト
ン
の
時
の
単
価
は
、
半
成
貝

一
六
八
円
、
成
貝
二
四

O
円
程
度
に
な
る

と
推
定
で
き
ま
す。25 

ホタテガイの年度別生産量と販売

単価の関係

成貝のデータは、篭養殖、耳づり、

地まきを区別せずに同じ記号で表示。

。
成貝

(円/kg)

350 

300 

単 250

20 10 15 

数量(千 トン)

5 

価
200 

100 
0 

150 

図



ホ
タ
テ
ガ
イ
の
性

雄
、雌
ど
っ
ち
が
多
い
0
・

出争民~民主b民~出~民~出争回~回~出争~同~回~6

ほ
た
て
員
部
技
師

ホ
タ
テ
ガ
イ
を
担
当
し
て
い
る
と
、
ホ

タ
テ
ガ
イ
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を

受
け
ま
す
。
質
問
者
は
、
漁
業
者
、

一
般

の
消
費
者
、
増
殖
セ
ン
タ
ー
に
見
学
に
来

た
小
学
生
な
ど
と
様
々
'で
す
が
、
最
も
多

い
質
問
は
、

「
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
雄
、
雌
は

ど
乙
で
わ
か
る
の
?
」
で
す
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
雄
、
雌
は
、
貝
柱
の
横

に
あ
る
生
殖
巣
と
呼
ば
れ
る
器
官
の
色
調

で
外
見
か
ら
判
別
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

雄
は
生
殖
巣
の
色
が
黄
白
色
、
雌
は
燈
赤

色
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年
中
乙
の

色
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
は
毎
年
三
月
か
ら
四
月
に
か

け
て
産
卵
し
ま
す
が
、
そ
の
産
卵
期
を
中

心
に
、
お
よ
そ
十
二
月
か
ら
五
月
頃
ま
で

は
、
色
が
つ
い
て
判
別
が
可
能
で
す
。

さ
て
、
年
中
ホ
タ
テ
ガ
イ
宇
佐
観
察
し
て

い
る
と
、
後
々
な
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
に
、
最
近
の
ホ
タ
テ
ガ
イ

は
雌
の
方
が
多
い
の
か
な
と
い
う
疑
問
で

す
。
雌
雄
の
比
率
を
性
比
と
い
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
性
比
は
、

一
対

一
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
乙
で
昭
和

青森県水産増殖センターだより第59号

佐
藤

恭
成

五
十
四
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で

に
生
ま
れ
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
、

満
二
才
時
で
の
性
比
を
生
殖
巣

の
色
で
判
別
し
て
調
べ
ま
し

た。
約
一
万
二
千
個
体
を
調
べ
た

結
果
、
養
嫡
ホ
タ
テ
ガ
イ
で

は
、
明
ら
か
に
雌
が
多
い
年
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

(
左
表
)
。
特
に
昭
和
六
十
三

年
に
生
ま
れ
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
で

は
、
雌
雄
比
が

一
二
二
対
一

で
、
雌
の
方
が
三
割
も
多
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
昭
和
六
十
三

年
に
生
ま
れ
た
ホ
タ
テ
ガ
イ

は
、
異
常
貝
が
多
く
、
相
当
へ

い
死
率
が
高
か
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
雌
の

個
依
が
多
い
こ
と
と
、
異
常
貝

が
多
い
こ
と
と
は
何
か
関
係
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。
因
み

に
、
同
様
に
地
ま
き
貝宇佐
調
べ

た
結
果
、
性
比
は
全
て
の
年
で

戸由民

戸由、

一
対
一
で
し
た
。
養
殖
貝
と
地
ま
き
貝

の
性
比
の
違
い
も
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ

で
す
。さて
、
皆
さ
ん
が
食
べ
て
い
る
ホ
タ
テ

ガ
イ
。
雄
で
す
か
、
そ
れ
と
も
雌
で
す

カ?。

表 養殖ホタテガイの各年産貝の性比

体 数(個)性比
年産貝 検定結果
雌(F )雄(M )雌雄同体不 明 (F/M) 

昭和54年 482 445 1.08 ('.， 

55年 519 435 1.19 lQl 
56年 559 567 68 0.99 ム
57年 532 567 9 0.94 ム
58年 524 509 13 1.03 ム
59年 589 528 25 1.12 0 
60年 519 494 51 1.05 ム
61年 656 589 14 1. 11 ム
62年 588 493 23 1.19 lQl 
63年 642 485 2 12 1.32 lQl 

平成元年 620 584 1 1 1.06 ム

合計 6，239 5，696 2 226 1.10 lQl 

※生殖巣の色調による判別
※検定結果 A 有意差なし、0-95%で有意差あり 、。 -99%で有意差あ り。

ノ園、

夏
f
}

秋
期
に
発
生
す
る

陸
奥
湾
貧
酸
素
水
塊
に
つ
い
て

時

当
所
で
は
陸
奥
湾
の
海
洋
環
境
を
把
握

す
る
た
め
六
基
の
自
動
観
測
プ
イ
(
う
ち

三
基
は

一
時
間
毎
に
水
温

・
塩
分

・
浴
存

酸
素
等
の
デ
l
タ
を
無
線
で
送
っ
て
く
る
)

と
毎
月
一
回
、
調
査
船
「
な
つ
ど
ま
り
」

を
用
い
て
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
(
図

l
、
図
2
)
。
乙
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か

ら
観
測
デ
ー
タ
中
貧
酸
素
状
態
を
一示
す
の

は
夏

t
秋
期
の
自
動
観
測
ブ
イ
の
大
島
沖

比
六
ブ
イ
と
観
測
定
点
の
も
4
3
と
も
4
4
の

底
層
の
み
で
す
。

こ
の
貧
酸
素
水
が
生
物
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
は
、
実
際
に
情
報
と
し
て
伝
わ
っ

て
く
る
の
が
死
ん
だ
カ
レ
イ
が
刺
網
に
か

か
っ
た
等
の
情
報
の
み
で
、
そ
の
死
ん
だ

魚
も
多
く
の
場
合
漁
船
が
帰
港
の
途
中
で

捨
て
て
し
ま
い
正
確
に
状
況
を
把
握
す
る

乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
貧
酸
素
の

状
況
が
強
ま
る
と
こ
れ
ら
の
情
報
は
増
加

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
乙
の
貧
酸
素
水

が
こ
の
海
域
の
底
の
方
に
住
む
生
物
に
か

な
り
な
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に

今
の
所
、
ホ
タ
テ
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と

戸"""

漁
場
部
長

田
村

員
通

い
う
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
こ
の
貧
酸
素
水
の
状
況
と
貧
酸

素
水
塊
が
で
き
る
原
因
に
つ
い
て
近
年
で

は
貧
酸
素
の
状
況
が
強
く
現
わ
れ
た
一

九

九
O
年
の
デ
1
タ
を
例
に
と
っ
て
述
べ

て

み
た
い
と
患
い
ま
す
。

ー、

一
九
九

O
年
八

t
九
月
の
東
湾
ブ
イ

底
層
の
水
温

・
塩
分

・
溶
存
酸
素
の
推

移
(
図

3
)

一
九
九

O
年
と
い
う
年
は
水
混
が
冬
以

来
、
常
に
平
年
よ
り
一

t
一
一
℃
高
く
、
高

水
温
で
経
過
し
た
特
徴
的
な
年
で
し
た
。

乙
の
図
を
よ
く
見
て
い
た
だ
く
と
全
体
と

し
て
八
月
始
め
に
六

P
P
M以
上
あ
っ
た

浴
存
酸
素
が
九
月
二
十
三
日
頃
ま
で
徐
々

に
低
下
し
、

一
・
七
P
P
Mぐ
ら
い
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
後
、
急
激
に
値
が
上
昇
し

て
い
ま
す
。
水
温
の
全
体
的
動
き
を
見
る

と
八
月
始
め
の
十
四
℃
台
か
ら
界
温
、
九

月
二
十
三
日
頃
に
は
一
二ニ
℃
ぐ
ら
い
に
達

し
、
そ
の
後
急
に
水
温
は
低
下
し
ま
す
。

一
方
、
塩
分
は
上
下
は
あ
る
も
の
の
九
月

二
十
三
日
ぐ
ら
い
ま
で
三
二
一

・
五
ぐ
ら
い

の
低
い
値
を
示
し
、
九
月
一
一十
三
日
以
降
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急
激
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
八
月
十

一
日
頃
に
浴
存
酸
素

は
若
干
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
の

水
温
は
急
に
低
下
し
、
題
分
は
急
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
月
六
日
頃
に
も

同
様
な
状
況
が
観
察
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
水
温

・
塩
分
の
小
さ
な
山
、
ま
た
、

谷
も
観
察
さ
れ
、
そ
の
都
度
溶
存
酸
素
は

小
さ
な
山
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
塩
分
的
に
は
三
三
・
五
ぐ
ら
い
の
値

を
持
ち
、
水
温
は
徐
々
に
上
昇
す
る
水
塊

が
あ
り
、
乙
の
中
で
溶
存
酸
素
の
低
下
が

続
き
、
そ
こ
に
時
々
水
源
が
低
く
担
分
が

高
い
水
が
入
れ
替
わ
っ
た
り
、
逆
に
、
水

温
が
若
干
高
く
塩
分
の
低
い
水
が
入
れ
替

わ
っ
て
溶
存
酸
素
量
を

一
時
的
に
上
げ
て

い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

〆"""'"

，，-ヘ、

図1

九
月
二
十
三
日
以
降
は
外
海
起
源
の
水
砲

が
低
く
、
塩
分
が
高
い
水
と
入
れ
替
わ
り

溶
存
酸
素
の
低
い
状
況
は
急
激
に
解
消
さ

れ
ま
す
。

2
、
二
、
六
、
九
月
の
浅
海
定
線
調
査
に

お
け
る

T
l
Sダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
(
図
4
)

各
調
査
デ
1
タ
を
横
軸
に
塩
分
、
縦
軸

に
水
温
を
と
っ
て
示
し
た
図
が

T
1
S
ダ

イ
ヤ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

溶
存
酸
素
の
低
か
っ
た
も
4
3
と
釦
4
の

底
層
の
デ
l
タ
を
白
丸
で
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
も
43
・
4
の
底
層
の
点
は
二
月
で
は

鉛
直
混
合
が
激
し
く
、
他
の
デ

l
タ
の
中

に
入
り
交
じ
っ
て
い
ま
す
が
、
六
月
以
降

はも
4
3
・
4
の
底
層
水
の
水
温
は
常
に
湾

内
の
中
で
は
低
い
値
を
と
り
、
塩
分
も
三

四
・
O
以
下
の
値
を
一示
し
ま
す
。

-._ 

(ppm) 

8.0 r 

6.0ト

2.0ト

0.01 
1 11 21 1 11 21 
1990 8月 9月

CC) 水温 CC)
20.0 

溶存酸素量 (ppm)

プイト仏6

4層

溶存酸素

〆園町、ト/~~ぺJノノ~~~j 8.0 
プイNo.6

4層

水温 14.0 

12.0 

21 
9月

11 

子可ヘャ

分(鋭)

21 

塩

8月
11 

1990 

j 0.0 

アイNo.6

4層

塩分

図3 水温・塩分・溶存酸素の推移

1990年 8~9 月東湾(Na.6 )ブイ底層 (-46m層)



同~民;;D回争再~民~民岳民~民争回~民~民~民~民~8

.・a、， ~ 
、""
F 、
。

・.・

.、4・."

青森県水産増殖センターだより第59号

月 調査定点 溶存酸素

Stn 3 3.35 ppm 
9 
Stn 4 2.86 ppm 

Stn 3 7.48 ppm 
6 
Stn 4 7.83 ppm 

Stn 3 9.87 ppm 
2 
Stn 4 10.01 ppm 

30 

20 

水

温

10 

CC) 

~ 

35 34 

:表及び図の

33 
塩分

1990年 2、6、9月T-Sダイヤグラム (浅海定線調査)
白丸はSt3 . 4の底層

32 31 

図4

~ 

ま
た
、
白

3
・
4
の
底
層
水
は

T
l
s

ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
上
、
二
月
か
ら
左
に
曲
が

り
の
曲
線
的
変
佑
を
見
せ
、
他
の
月
の
デ
ー

タ
も
入
れ
る
と
き
れ
い
に
連
続
し
た
変
佑

と
し
て
追
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
白

3
・
4
の
底
層
水
は
冬
場
に
生
成

さ
れ
、
変
質
を
受
け
な
が
ら
東
湾
底
部
に

銭
っ
た
水
と
云
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
、

一
九
九

O
年
九
月
に
お
け
る
浴
存
酸

素
の
水
平
分
布
と
ぷ
温

・
塩
分
の
鉛
直

¥ 

底層(底上 1-2 m) 

1990年 9月底層溶存酸素の分布

(左図 .溶存酸素量右図 ・酸素飽和度)
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分
布
(
図

5
)

浅
海
定
線
調
査
で
観
察
さ
れ
た

一
九
九

O
年
九
月
に
お
け
る
底
層
の
浴
存
酸
素
の

水
平
分
有
図
を
日
比
る
と
、
東
湾
中
央
を
中

心
に
貧
酸
素
水
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
よ
り
上
層
水
(
水

深
四

O
旬
以
浅
)
で
は
沼
存
殴
素
の
低
下

は
見
ら
れ
ず
、
底
層
に
近
い
デ
l
タ
で
の

み
低
酸
素
の
状
態
が
認
め
ら
れ
、
低
酸
素

水
の
厚
み
は
数
悦
程
度
の
か
な
り
薄
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま

と

め

四

t
五
月
以
降
秋
に
か
け
て
は
成

層
期
(
上
層
の
み
昇
混
し
、
下
層
に

は
温
度
が
伝
わ
り
に
く
い
状
況
)
と

な
り
、
上
層
と
下
層
の
混
合
が
な
く

な
る
、

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
か

ら
水
深
=
一
o
mぐ
ら
い
に
陸
奥
湾
の

補
償
深
度

(植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

光
合
成
に
よ
り
出
す
酸
素
量
と
呼
吸

に
よ
る
酸
素
消
費
量
が
等
し
く
な
る

水
深
)
が
あ
る
と
云
わ
れ
、
乙
の
と

と
か
ら
夏
場
東
湾
底
層
水
で
は
光
合

成
に
よ
る
酸
素
補
給
も
な
く
、
生
物

お
よ
び
伯
学
的
分
解
に
よ
る
酸
素
消

費
が
著
し
く
な
る
こ
と
が
貧
酸
素
水

の
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

水
温
と
熔
存
酸
素
の
関
係
を
見
る

と
底
層
水
の
溶
存
酸
素
量
が

一
・
七

P
P
Mま
で
低
下
し
た

一
九
九

O
年
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戸画、

は
二

O
℃
近
く
ま
で
水
温
が
上
が

っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、

一
九
九

一
年
に
は

水
温
の
上
昇
が
一
六

・
五
℃
で
止
ま
り
、

溶
存
酸
素
量
の
低
下
も
二
・
一二
P
P
Mで

止
ま
っ
て
い
ま
す
。

他
方
、
大
島
と
脇
野
沢
の
聞
に
は
例
年

水
温
及
び
塩
分
の
潮
境

(特
に
夏
場
で
は

塩
分
の
潮
境
が
顕
著
)
が
形
成
さ
れ
、
乙

の
潮
境
が
外
海
水
と
湾
内
水
を
隔
て
て
ど

れ
ぐ
ら
い
湾
内
の
水
を
混
合
さ
せ
ず
に
保

ち
う
る
か
と
云
う
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
九
八
九
年
で
は
湾
内
水
の
塩
分
は
冬
場

例
年
に
な
く
商
く
三
四
・
O
前
後
の
値
と

な
り
、
夏
場
、
外
海
水
と
の
塩
分
差
は
ほ

と
ん
ど
な
く
醐
境
の
形
成
が
あ
ま
り
顕
著

で
は
な
い
と一
広
う
特
徴
的
傾
向
を
一示
し
ま

し
た
。

乙
の
年
は
東
湾
に
分
布
す
る
底
層

水
の
水
温
が

一
九
九

一
年
と
同
程
度

(
一

六
・
五
℃
)
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
が
、
溶

存
酸
素
は
三
・
二

t
一二

・
五
P
P
M
ま
で

の
低
下
で
止
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
東
湾
底
層
水
の
貧
駿
素

の
状
況
を
予
測
す
る
に
は
次
の
二
つ
の
と

と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
底
層
水
温
が
ど
乙
ま
で
上
昇
す
る
か
。

①

大

島

t
脇
野
沢
に
形
成
さ
れ
る
潮
境

の
強
さ
。

今
後
、
こ
の
海
域
で
の
貧
酸
素
水
が
ど

の
程
度
生
物
に
影
響
す
る
か
を
正
確
に
把

握
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。


